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＜連絡事項＞

· 本日中に、各担当分のデータベース作成すること。

· 本日13：30～八木橋牧雄様の退院療養検討会議実施。（参加：小嶋）

· 本日16：00～17：00関下悟様、ナイトケア見学予定。

· 6/29（火）10：00～11：00岩沢正和様デイケア見学予定。

· 明日16：30～NPO会議の為、飯野SGM不在。

· 6/30（水）、7/2（金）十和田済誠会病院スタッフがデイケア見学実習予定。（企画書提出中）

＜業務改善＞

○プログラム検討

· 7月プログラム予定表を未入力のスタッフは早急に入力する事。

· グループ分けに変更がある場合（新規・退所など）、データ上で担当分の変更を行う事。

· ７月分より、プログラムテキストをデイケア・デイナイトケア分にファイルを分けて、それぞれのスタッフルームに保管する。使用済みテキストは施設長室に保管することとする。

○環境整備

· 7月分環境整備予定表を提出している。

· 7/10（土）ワックスがけ実施予定。ワックス、スポンジ等を発注していく。雑巾があれば各自寄付すること。

○書式検討

· 8/20までにケアマネジメント書式を使用し、利用者面談を行なっていくこと。（書式については修正し、今週中に配布予定）

＜デイナイトケア事例検討＞

五日市　公様（66）男性　てんかん精神病

利用開始日：平成18年6月12日（4年0ヶ月）

治療計画：①プログラム等を活用し、対人関係能力の向上を促す。

②運動プログラムで下半身の柔軟性を保ち､転倒防止を行い､長距離の歩行を可能にする｡

検討内容　治療計画の評価・見直し

①について

· 以前は、「自分一人でも生きていけます」と周囲と関わりを持とうとせず、折り合いもうまくいかない状態だったが、最近は自分から周囲のメンバーに話し掛けるようになってきた。

· 本人からも、「みんなと仲良くなりたい」という意見が聞かれており、苦手なメンバーとも交流を持とうと努力している様子。

· 最近は、清水秋男様や岩城敏夫様から話し掛けられている様子がみられている。そういう人物に対して「大事にしたい」と本人話されている。

· 入浴利用時にも、周りのメンバーと洗い場を譲りながら入浴したと報告されている。

· 表情穏やかで、周囲とトラブルになることはみられない。

②について

· 眠気が強く、小刻み歩行で転倒しそうになることがあり、長距離歩くことが困難であったが、自主的に廊下を歩く練習をし、現在は転倒しそうになることなく安定して歩行することが出来ている。

· 「散歩に行きたい」という意志はあり、現在は法人敷地内（階段は使用しない範囲）の散歩は支障ない。

· エアロビクスでは、手足を同時に動かすステップになると止まってしまうが、声かけをすると足メインに動作を続けることが出来ている。

⇒小刻み歩行である場合、徐々に粗大運動に移行できるように訓練を行なっていくと効果的。

その他

· 「自分のことが全部分かりました。分裂病でした」と話したり、「減薬することになりました」と話されているが、実際は減薬の話はない。

· 以前は眠気が強く、入浴中でも居眠りしている様子みられていたが、自分なりに眠らないように工夫（浴槽に入る合い間に洗身を行なう）している様子。

検討結果
· 治療計画①は継続。

· 治療計画②は、「粗大運動を促し、歩行状態の安定化を図る」に変更する。

＜利用者様情報＞

細越　定生　様～喫煙所の掃除を喫煙者が行うについて、どのような経緯で案が出たのかを口調強くスタッフに問い詰める事あり。社会的に全面禁煙体制が勧められているが、青陽館では全面禁煙ではない代わりに場所を提供している状態な為、自分のことは自分で行うように促していると説明すると、本人納得されている。

我満　奈津紀様～小坂婦人科の紹介で苫米地クリニック受診。避妊具が食い込んでおり、外す際に周囲の組織まで取ったとのことで、次の避妊具を入れるまで2ヶ月程期間を置かなければならないとのこと。その間、何かあるかもしれないと不安話されている為、生活面も自己管理するよう説明している。また、来所時表情の硬さあり、苫米地クリニックの医師の印象が良くなかったと話されている。八戸クリニックを一度受診しており、診察券があるとのことで、苫米地クリニックで検査結果を聞いたら八戸クリニックに変更してはどうかと説明している。（紹介状は現在のもの使用）

北村　奈美　様～本日、5ヶ月ぶりにデイケア来所。昨日からデイケアに行く準備をしており、本日は5：30に起床したと話されている。スタッフに話したいことはないかと確認すると、電話で言いたいことは全部話すようにしていたので、特にはないと話し、周囲のメンバーと交流を持っている。

鈴木　恵美子様～本日、デイケア欠席すると連絡あり。初めはバス券の更新で欠席すると話されていたが、先週バス券の更新を済ませていたことを指摘すると、戸惑ったような声を出し、「家から電話すると電話代がかかるって言われたから、携帯を2個にしに行く」「髪を切りに行く」「観音下の家に団扇を取りに行く」と様々理由を挙げて電話を切っている。

田中　　一　様～巻き爪、白癬で足が痛むと話されており、昨日は北村皮膚科を受診しようかと話されていたが、本日は痛まないとのことで、様子を見ると話されている。また、暑いからと言って階段の踊場で横になっていることがあり、通る人が驚いてしまう為、別の場所で横になるか向きを変えるように説明するが、応じることはない。2階より1階の方が涼しい為、自主活動時間であれば1階で過ごして頂くよう促していく。

＜外来情報＞

平　　康子　様～調子は良いとのこと。ダイエットをしなくてはいけないと担当医が言うと「そうですね」と答えている。体重63.0kg（-1.2kg）。

中居　松男　様～睡眠は取れており、自炊も出来ているとのこと。体重70.2kgと増加傾向。食事の量に気をつけるよう説明している。足の痛みは変わらないと話す。

小野寺　文明様～デイケアを辞めたいと話されており、家族も了承しているとのこと。家に篭りがちにはなっていないかと確認すると、兄の上司も遊びに連れ出してくれると本人話す。デイケア利用についてはスタッフと話し合うよう説明している。次回7/8受診、採血予定。

山田　健次　様～息切れがするような感じがあるが、体調は変わらないとのこと。

奥山　以依子様～6/30までにバス券の更新に行かなくてはいけないと話す。

久慈　邦夫　様～体重60.4kgで、半年前と比べ-3kg。規則正しい食生活をし、痩せすぎないよう説明している。

山田　吉夫　様～採血の結果、LDLコレステロールと総コレステロールがやや高値。昨日デイケアに行ったら疲れたと話す。

上久保　善郎様～夏ばてはしていないとのこと。自宅での仕事も行なっていると話す。

船場　幸子　様～特に変わりはないが、普段より口数の多さがある。

長瀬　紘一郎様～昨日、バス券の更新に行ってきたとのこと。

柳町　信之　様～歯茎で食事を食べていると話す。治療費がかかる為、お金が溜まったら歯科受診をするとのこと。今はパンやそばを食べていると話されている。

中居　美津子様～腱鞘炎は変わらずにあるとのこと。

前野　義勝　様～右外果に硬結があり、ザーネ軟膏処方されている。

神山　和典　様～「若い人には負ける歳になりました」と話されている。仕事は適度に行なうよう説明している。

冨田　紀子　様～胃がムカムカするとのことで受診。食欲がなく、おかゆやうどんを食べているとのこと。食事摂取出来ていないとのことで、点滴施行。「青南病院の薬は強いから、昨日は寝る前の薬しか飲んでいない」と話されている。「飲まなくてもいいですか？」との問いに、担当医より飲まなくてもいいが調子が良くなったらすぐに飲むようにとの説明あり。

















































